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ぼ う さ い      5 月号  ( 第57号 )

十
勝
岳
（
2
0
7
7
ｍ
）
は
、
北
海
道

の
ほ
ぼ
中
央
、
富
良
野
盆
地
の
東
側

に
位
置
す
る
活
火
山
。
オ
プ
タ
テ
シ
ケ
山

（
2
0
1
3
m
）
や
美
瑛
岳
（
2
0
5
2
m
）、

富
良
野
岳
（
1
9
1
2
m
）
等
が
連
な
る
十

勝
岳
連
峰
の
主
峰
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
噴
火
記
録
で
最
大
の
被
害

を
引
き
起
こ
し
た
の
は
、
死
者
･
行
方
不
明

者
1
4
4
名
を
出
し
た
1
9
2
6
年
5
月

24
日
の
噴
火
。
火
口
が
崩
壊
し
、
高
温
の
岩

屑
な
だ
れ
が
発
生
。
こ
れ
が
周
囲
の
積
雪
を

融
か
し
、
大
規
模
な
泥
流
と
な
っ
て
麓
の
集

落
を
襲
っ
た
の
だ
。
泥
流
は
、
爆
発
後
わ
ず

か
25
分
あ
ま
り
で
、
火
口
か
ら
約
25
㎞
離
れ

た
上
富
良
野
原
野
に
ま
で
達
し
た
と
い
う
。

十
勝
岳
は
、
現
在
も
火
山
活
動
が
活
発
な
状

態
に
あ
り
、
近
隣
地
域
で
は
噴
火
の
際
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

十
勝
岳
連
峰
は
、
北
海
道
の
屋
根
と

も
い
わ
れ
る
大
雪
山
国
立
公
園
の
一
部
を

成
し
て
い
る
。
標
高
は
、
い
ず
れ
の
山
も

2
0
0
0
m
前
後
だ
が
、
緯
度
が
高
い
た

め
、
本
州
の
3
0
0
0
m
級
の
山
岳
に
匹

敵
す
る
高
山
環
境
を
持
つ
。
ま
た
、
主
峰
十

勝
岳
は
、
登
山
ル
ー
ト
付
近
に
白
金
温
泉
、

吹
上
温
泉
、
十
勝
岳
温
泉
等
が
点
在
す
る
、

温
泉
の
宝
庫
で
も
あ
る
。

美しい山並みに聳える、十勝岳連峰の主峰

十勝岳スカイラインからの十勝岳

十勝岳
活動的で特に重点的に観測研究を行うべき火山に指定されている。平成 20 年 12 月 16 日に噴火警戒レベル１・平常と発表後、予報
警報事項に変更はない（5月 6日現在）。

十
とかちだけ

勝岳

Vol. 13

北海道
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ぼ う さ い      5 月号  ( 第57号 )

今回このポスター
コンクールに作品を応募するにあ
たって私は見返り美人図という題材
を選びました。それは見返り美人の
振り返っている女の人と日本の防災
をかけて自分の、日本の防災をちゃ
んと振り返っているかということを
呼びかけるような気持ちでこの作品
をえがきました。
このポスターを見た人が防災の

大切さを理解して、災害被害を減ら
すために日頃から備えをするように
なってくれればうれしいです。

�
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ぼ う さ い      5 月号  ( 第57号 )

津
波
と
は
何
か

天
気
予
報
を
見
る
と
毎
日
、
波

（
波
浪
）
の
高
さ
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。
天
候
が
さ
ほ
ど
悪
く

な
く
て
も
、
２
m
や
３
m
の
高
さ
は
珍
し

く
な
く
、
そ
の
波
の
高
さ
で
海
岸
付
近
に

住
む
人
々
が
避
難
す
る
こ
と
は
な
い
。
し

か
し
、
２
月
に
チ
リ
で
発
生
し
た
地
震
に

よ
る
津
波
で
は
、
津
波
の
高
さ
が
３
m
と

予
想
さ
れ
た
海
岸
を
も
つ
36
市
町
村
全
て

に
お
い
て
、
避
難
指
示
・
勧
告
が
発
令
さ

れ
た
。
同
じ
波
で
あ
り
な
が
ら
、
波
浪
と

津
波
と
で
は
何
が
違
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
波
浪
と
津
波
で
は
発
生
の
仕
組

み
が
大
き
く
異
な
る
。
波
浪
は
、
風
の
力

に
よ
っ
て
発
生
す
る
波
。
一
方
、
津
波
は
、

大
規
模
な
地
震
に
よ
っ
て
震
源
に
近
い
海

底
に
上
下
方
向
の
ず
れ
（
断
層
）
が
現
れ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
海
水
面
の
盛
り
上

が
り
や
落
ち
込
み
に
よ
っ
て
起
こ
る
波
だ
。

浴
槽
の
水
で
例
え
る
な
ら
、
水
面
に
息
を

吹
き
か
け
て
起
こ
る
「
波
」
が
波
浪
、
浴

槽
の
底
か
ら
手
の
ひ
ら
を
水
面
に
向
け
て

押
し
上
げ
て
起
こ
る「
波
」が
津
波
で
あ
る
。

発
生
の
仕
組
み
が
異
な
る
こ
と
で
、
波

浪
と
津
波
に
は
そ
の
力
に
も
大
き
な
違
い

が
生
じ
る
。
波
浪
で
は
海
面
付
近
の
海
水

だ
け
が
動
く
。
し
か
し
、
津
波
は
海
底
か

�

特集
2月 28 日、チリ中部沿岸を震源とする地震により、日本では太平

洋岸を中心に広い範囲で津波が観測された。
幸い、この津波による人的被害はなかったものの、避難指示・勧告

が発令された地域の住民の避難率が４割弱であったことが明らかに
なった。

教訓として、津波の危険性の周知、知識の普及啓発はもとより、予
想される津波の高さに応じて市町村が適切に避難指示等を発令できる
よう２段階などの避難対象地域を示した津波ハザードマップの作成・
公表が必要であることが認識された。

津波とは何か、津波はなぜ恐ろしいのかを理解し、避難の大切さを
あらためて考える。

平成 5年 7月の北海道南西沖地震による津波で
大きな被害を受けた奥尻島。
（アフロ）

2月にチリ中部沿岸で発
生した地震による津波
で、チリ沿岸の町は甚大

な被害を受けた。
（ロイター／アフロ）



ぼ う さ い      5 月号  ( 第57号 )

ら
海
面
ま
で
の
全
て
の
海
水
が
動
く
の

で
あ
る
。
し
か
も
、
波
長
（
波
の
山
か

ら
次
の
山
ま
で
の
長
さ
）
も
波
浪
は
数

m
か
ら
数
百
m
程
度
だ
が
、
津
波
は

数
㎞
か
ら
数
百
㎞
に
も
及
ぶ
。
つ
ま
り
、

同
じ
高
さ
で
あ
っ
て
も
、
１
回
で
沿
岸

に
押
し
寄
せ
る
海
水
の
量
が
、
津
波
は

波
浪
よ
り
も
桁
違
い
に
多
く
、
そ
れ
だ

け
力
も
大
き
い
。

波
浪
は
一
つ
一
つ
の
大
き
さ
も
力
も

小
さ
い
の
で
、
沿
岸
で
砕
け
て
し
ま
う

の
に
対
し
、
津
波
は
、
大
量
の
海
水
が

巨
大
な
塊
と
な
っ
て
押
し
寄
せ
る
の
で
、

沿
岸
で
も
そ
の
力
が
衰
え
ず
、
周
囲
の

物
を
破
壊
し
な
が
ら
陸
上
の
奥
深
く
へ

と
一
気
に
進
む
。
さ
ら
に
、
津
波
は
引

く
時
に
も
強
い
力
を
保
っ
て
い
る
の
で
、

破
壊
し
た
物
を
一
気
に
海
中
へ
引
き
ず

り
込
む
。
津
波
の
地
面
か
ら
の
高
さ
が

１
m
を
超
え
る
と
木
造
家
屋
に
被
害
が

出
始
め
、
地
面
か
ら
の
高
さ
50
㎝
の
津

波
で
も
、
車
が
流
さ
れ
る
ほ
ど
の
力
を

持
っ
て
い
る
。

ま
た
、
波
長
の
長
い
津
波
ほ
ど
、
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
衰
え
に
く
く
、
遠
く

ま
で
伝
わ
り
や
す
い
と
い
う
性
質
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
巨
大
地
震
に
伴
う
波

長
の
長
い
津
波
に
よ
っ
て
、
震
源
か
ら

遠
く
離
れ
た
場
所
が
津
波
に
襲
わ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
津
波
は
、

遠
地
津
波
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
2
月
に

�

波 浪 津 波

津波の高さ

波の高さ

平常潮位
（津波がない場合）

波長…数m～数百m
波長…数km～数百km

「津波について
知ろう」
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チ
リ
で
発
生
し
た
地
震
に
よ
る
津
波
は

そ
の
典
型
的
な
例
だ
。

津
波
の
速
さ
と
高
さ

今
回
、
津
波
が
日
本
に
到
達
し
た

の
は
、
チ
リ
で
地
震
が
発
生
し
て
か

ら
約
22
時
間
後
。
チ
リ
と
日
本
は
約

１
万
７
０
０
０
㎞
離
れ
て
い
る
の
で
、
津

波
の
速
度
を
平
均
す
る
と
時
速
７
７
０

㎞
と
ジ
ェ
ッ
ト
機
並
み
の
速
さ
だ
。

津
波
は
海
が
深
い
ほ
ど
速
く
伝
わ
り
、

水
深
が
浅
く
な
る
に
つ
れ
て
速
度
は
遅

く
な
る
。
し
か
し
、
海
岸
近
く
で
も
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
短
距
離
選
手
並
の
速
さ

で
迫
っ
て
く
る
の
で
、
普
通
の
人
が
走
っ

て
逃
げ
切
る
こ
と
は
難
し
い
。
つ
ま
り
、

津
波
が
や
っ
て
く
る
の
を
見
て
か
ら
避

難
を
始
め
た
の
で
は
遅
い
の
だ
。

さ
ら
に
、
津
波
が
陸
地
に
近
づ
き
速

度
が
遅
く
な
る
と
、
後
ろ
の
波
が
前
の

波
に
追
い
つ
き
高
い
津
波
と
な
り
、
反

射
を
繰
り
返
す
こ
と
で
津
波
が
何
回
も

押
し
寄
せ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
第
１
波
の
津
波
が
一
番
高
い

と
は
限
ら
な
い
。
実
際
、
２
月
の
津
波

で
も
、
数
多
く
の
観
測
点
で
第
２
波
以

降
に
最
大
波
を
記
録
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
福
島
県
い
わ
き
市
小
名
浜
で
は
、

高
さ
0
・
4
m
の
第
１
波
か
ら
約
５
時

間
半
後
に
0
・
8
m
の
最
大
波
が
到
達
、

北
海
道
の
浜
中
町
で
は
0
・
2
m
の
第

１
波
か
ら
約
６
時
間
後
に
0
・
8
m
の

最
大
波
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
津
波
の
高
さ
は
海
岸
付
近
の

地
形
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
す
る
。
気

象
庁
が
津
波
情
報
で
発
表
す
る
「
予
想

さ
れ
る
津
波
の
高
さ
」
と
は
、
海
岸
線

に
お
い
て
、
津
波
が
な
い
場
合
の
潮
位

か
ら
、
津
波
に
よ
っ
て
海
面
が
上
昇
し

た
高
さ
の
差
の
こ
と
を
言
う
。
津
波
は

陸
上
を
、
海
岸
線
で
の
津
波
高
の
２
倍

の
標
高
ま
で
駆
け
上
る
こ
と
も
あ
り
、

�

500m

時速800km

高さ増 高さ増

高さ増

時速250km 時速100km 時速36km

100m

10m

5000m

久慈港

女川

いわき市小名浜

八戸

根室市花咲

第一波　0.2m
最大波　0.8m
時間差　約6時間

第一波　0.2m
最大波　0.9m
時間差　約3時間20分

最大波　3.3m
時間差　約2時間40分

̶ 1960年チリ地震津波時 ̶

最大波　3.3m
̶ 1960年チリ地震津波時 ̶

青字： 第一波の津波の高さ
赤字： 最大の津波の高さ
黒字：第一波から最大波到達までの時間差
緑字： 1960年チリ地震津波の
　　　最大の津波の高さと
　　　第一波から最大波までの時間差
　　　(Takahashi,R. and T.Hatori,1961)

第一波　0.4m
最大波　0.8m
時間差　約5時間30分

第一波　0.4m
最大波　1.2m
時間差　約4時間

最大波　2.4m
時間差　約2時間20分

̶ 1960年チリ地震津波時 ̶

第一波　0.1m
最大波　0.9m
時間差　約3時間10分

第一波　0.3m
最大波　1.2m
時間差　約2時間50分

第一波　0.3m
最大波　1.2m
時間差　約2時間50分

最大波　2.2m
時間差　約1時間45分

̶ 1960年チリ地震津波時 ̶

最大波　4.2m
時間差　約1時間50分

̶ 1960年チリ地震津波時 ̶

浜中町霧多布港

須崎港

串本町袋港

尾鷲

最大波　3.4m
時間差　約2時間

̶ 1960年チリ地震津波時 ̶

2010 年 2 月のチリの地震と 1960 年チリ地震による津波の 
主な観測点の観測値と第 1 波と最大波の到達時間の差

津波の伝わる速さは、地震の規模によらず、 
海の深さで決まり、水深が浅くなるほど遅くなるため、
後ろの波が前の波に追いつき、高い津波となる。
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さ
ら
に
岬
の
先
端
や
Ｖ
字
型
の
湾
の
奥

な
ど
津
波
の
力
が
集
中
し
や
す
い
場
所

で
は
、
最
大
で
４
倍
程
度
の
標
高
ま
で

駆
け
上
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
海

岸
線
で
２
m
の
高
さ
の
津
波
は
、
最
大

で
標
高
８
m
の
高
さ
ま
で
駆
け
上
る
可

能
性
が
あ
る
の
だ
。

地
震
の
監
視
と 

津
波
の
予
測
・
警
報

津
波
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す
た
め
に

は
、
津
波
の
一
刻
も
早
い
予
測
が
極
め

て
重
要
だ
。
そ
の
た
め
に
気
象
庁
は
「
津

波
予
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
構
築
し
て

い
る
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
震
源

の
位
置
や
規
模
に
よ
っ
て
、
ど
こ
に
、

ど
の
く
ら
い
の
高
さ
の
津
波
が
、
ど
の

く
ら
い
の
時
間
で
到
達
す
る
か
を
10
万

通
り
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
結
果

を
蓄
積
し
て
い
る
。
気
象
庁
は
、
地
震

観
測
デ
ー
タ
を
24
時
間
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
監
視
し
て
お
り
、
地
震
が
起
こ
る
と

直
ぐ
に
、
震
源
の
位
置
や
地
震
の
規
模

を
推
定
し
、
そ
の
結
果
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
で
検
索
す
る
。
す
る
と
、
津
波
の
影

響
を
受
け
る
場
所
、
津
波
の
高
さ
、
到

達
時
間
の
予
想
が
分
か
る
の
だ
。

気
象
庁
は
そ
の
予
測
を
も
と
に
、
全

国
の
沿
岸
を
66
に
分
け
た
津
波
予
報
区

ご
と
に
、
津
波
警
報
・
注
意
報
を
地
震

発
生
後
最
速
２
分
で
発
表
す
る
。
こ
れ

ら
は
、
直
ち
に
防
災
関
係
機
関
や
報
道

機
関
に
提
供
さ
れ
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

防
災
無
線
な
ど
を
通
し
て
、
住
民
や
船

舶
に
伝
達
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

津
波
警
報
・
注
意
報
に
は
、
３
m
程

度
以
上
の
津
波
が
予
想
さ
れ
る「
大
津
波
」

の
津
波
警
報
（
以
下
「
大
津
波
警
報
」）、

１
～
２
m
程
度
の「
津
波
」の
津
波
警
報
、

0
・
5
m
程
度
の
津
波
注
意
報
の
３
種

類
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
判
定
は
、
津
波
予

報
区
内
に
あ
る
複
数
地
点
に
お
け
る
津
波

の
高
さ
の
予
測
値
の
中
で
、
一
番
高
い
値

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
。

気
象
庁
で
は
津
波
警
報
を
発
表
し
た

後
も
地
震
の
分
析
を
続
け
、
詳
細
が
分

か
っ
た
時
点
で
津
波
の
予
測
に
反
映
し

て
い
る
。
津
波
の
規
模
は
主
に
地
震
の

規
模
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）
に
よ
っ
て

決
ま
っ
て
い
る
が
、
同
じ
震
源
、
同
じ

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
で
も
、
断
層
が
上
下

に
ず
れ
る
と
大
き
な
津
波
が
発
生
し
、

横
に
ず
れ
た
場
合
は
、
津
波
は
発
生
し

に
く
い
傾
向
が
あ
る
。

現
在
で
は
、
地
震
発
生
か
ら
10
分

程
度
で
断
層
の
詳
細
が
分
か
る
よ
う
に

な
っ
た
。
断
層
が
横
ず
れ
と
判
定
さ
れ
、

最
初
の
津
波
警
報
・
注
意
報
よ
り
も
津

波
が
小
さ
い
、
あ
る
い
は
発
生
し
な
い

可
能
性
が
高
い
と
確
認
で
き
れ
ば
、
気

象
庁
は
津
波
警
報
・
注
意
報
の
切
り
替

え
や
解
除
を
行
う
。

近
年
、
気
象
庁
は
津
波
予
測
の
精
度

向
上
や
津
波
情
報
の
充
実
の
た
め
に
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
用
い
る
計
算
方

法
の
改
良
、
津
波
観
測
地
点
の
増
加
、

衛
星
を
用
い
て
海
上
で
の
波
の
変
化
を

計
測
す
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
波
浪
計
の
デ
ー
タ
の

活
用
と
い
っ
た
対
策
も
行
っ
て
い
る
。

政
府
・
自
治
体
・
地
域

の
津
波
対
策

気
象
庁
に
よ
る
津
波
予
測
に
加
え
、
政

府
は
地
方
自
治
体
と
協
力
し
、
様
々
な
津

波
対
策
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
津
波

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
整
備
（
作
成
・
公
表
）

だ
。
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
は
、
津

波
に
よ
る
被
害
が
想
定
さ
れ
る
区
域
と

そ
の
程
度
を
地
図
に
示
し
、
避
難
場
所

や
避
難
経
路
な
ど
の
防
災
情
報
を
加
え

た
も
の
で
あ
る
。
平
成
22
年
３
月
現
在
、

沿
岸
の
６
５
３
市
町
村
の
う
ち
３
４
９
市

町
村
で
作
成
・
公
表
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
や
新

設
も
進
め
て
い
る
。
津
波
避
難
ビ
ル
は
、

津
波
の
浸
水
が
予
想
さ
れ
る
地
区
で
、

住
民
が
高
台
や
避
難
場
所
ま
で
逃
げ
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
避
難
の
た
め

に
緊
急
的
・
一
時
的
に
利
用
す
る
、
中
・

高
層
の
建
物
だ
。
各
自
治
体
は
、
所
有

者
の
協
力
が
得
ら
れ
、
耐
震
性
や
階
数

な
ど
一
定
基
準
を
満
た
し
た
施
設
を
指

定
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
指
定
さ
れ

て
い
る
も
の
に
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
マ
ン
シ
ョ
ン
、
魚
市
場
の
屋
上
、

ホ
テ
ル
な
ど
が
あ
る
。

そ
の
他
、
津
波
の
被
害
を
減
ら
す
た

め
の
、
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
も
建
設
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
静
岡
県
の
沼
津
市

に
は
、
沼
津
港
の
内
港
と
外
港
を
結
ぶ

航
路
に
高
さ
3
0
m
、
幅
4
0
m
の
水

門
「
び
ゅ
う
お
」
が
建
設
さ
れ
た
。
こ

の
水
門
は
、
震
度
６
弱
以
上
を
検
知
す

る
と
、
水
門
扉
が
自
動
的
に
閉
ま
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
和
歌
山
県

や
三
重
県
の
沿
岸
に
は
、
毛
布
や
非
常

食
な
ど
が
備
蓄
さ
れ
た
高
さ
５
～
８
m

�

津波警報等の種類 解説
予想される 
津波の高さ

津波警報
大津波

高いところで３ｍ程度以上の津波が予想

されますので、厳重に警戒してください。

１０ｍ以上、 

８ｍ、 

６ｍ、 

４ｍ、 

３ｍ

津波
高いところで２ｍ程度の津波が予想され

ますので、警戒してください。

２ｍ、 

１ｍ

津波注意報
高いところで０. ５ｍ程度の津波が予想さ

れますので、注意してください。
０. ５ｍ

津波予報
（地震発生後、０. ２ｍ未満の海面変動が

予想される場合など、津波による災害が

起こるおそれがない場合に発表）

－
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の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
設
置
が
進
ん
で

い
る
。

さ
ら
に
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
津

波
避
難
の
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
岩
手
県
釜
石
市
で
は
、
今
年

か
ら
「
こ
ど
も
津
波
ひ
な
ん
の
家
」
が

設
置
さ
れ
た
。
登
下
校
中
な
ど
に
津
波

避
難
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
子
ど
も

た
ち
に
「
ひ
な
ん
の
家
」
へ
駆
け
込
ん

で
も
ら
い
、
そ
の
家
の
住
民
が
子
ど
も

を
避
難
場
所
へ
と
誘
導
す
る
の
だ
。「
ひ

な
ん
の
家
」
を
引
き
受
け
た
家
に
は
、

玄
関
な
ど
に
掲
示
す
る
表
示
ス
テ
ッ

カ
ー
を
配
布
し
て
い
る
。

ま
た
、
三
重
県
尾
鷲
市
の
あ
る
自
主
防

災
会
で
は
、
住
民
の
一
人
に
鉄
筋
３
階
建

て
の
住
宅
を
津
波
避
難
ビ
ル
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
を
依
頼
、
緊
急
時
に
備
え
、

ビ
ル
の
向
か
い
の
住
宅
の
住
人
が
合
い
鍵

を
預
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
町
会

で
は
、緊
急
時
に
は
集
合
場
所
に
集
ま
り
、

逃
げ
遅
れ
た
人
を
確
認
、
全
員
が
集
ま
っ

た
時
点
で
、
近
く
の
小
学
校
へ
避
難
、
時

間
的
余
裕
が
な
い
場
合
は
、
津
波
避
難
ビ

ル
へ
避
難
す
る
と
い
う
独
自
の
避
難
ル
ー

ル
を
設
定
し
て
い
る
。

津
波
か
ら
身
を
守
る

こ
の
よ
う
に
津
波
対
策
と
し
て
、
政

府
、
自
治
体
、
地
域
に
お
い
て
様
々
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

津
波
か
ら
自
ら
の
身
を
守
る
基
本
は
、

他
の
災
害
と
同
様
、
や
は
り
自
助
努
力

だ
。
そ
れ
で
は
、
津
波
（
と
く
に
近
地

津
波
）
か
ら
自
ら
の
命
を
守
る
た
め
に

は
一
人
一
人
、
ど
の
よ
う
に
行
動
す
べ

き
で
あ
ろ
う
か
。

東
南
海
・
南
海
地
震
が
同
時
発
生
し

た
場
合
、
４
m
か
ら
９
m
の
津
波
の
来

襲
が
予
想
さ
れ
て
い
る
和
歌
山
県
串
本

町
で
は
、「
津
波
の
心
得
５
か
条
」
を
掲

げ
て
い
る
。

第
一
に
、「
地
震
が
起
き
た
ら
、
ま
ず

避
難
」。
第
二
は
、「
津
波
は
繰
り
返
し

来
襲
し
ま
す
」。
第
三
は
、「
情
報
を
待
っ

て
い
て
は
、
逃
げ
遅
れ
ま
す
」。
第
四
は
、

「
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
」。

第
五
は
、「
津
波
は
引
き
潮
か
ら
始
ま
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
」。

こ
の
串
本
町
の
「
津
波
の
心
得
５
か

条
」
は
、
海
岸
に
面
し
た
ど
の
地
域
で

も
当
て
は
ま
る
心
得
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

日
本
で
は
地
震
発
生
直
後
に
津
波
が

押
し
寄
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
平
成
５
年

に
発
生
し
た
北
海
道
南
西
沖
地
震
の
場

合
、
奥
尻
島
に
は
、
地
震
発
生
後
ま
も

な
く
津
波
が
来
襲
し
た
た
め
、
多
く
の

人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
強
い
地
震
が
起

き
た
時
は
、
直
ぐ
に
海
岸
か
ら
離
れ
、

高
台
な
ど
の
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る

こ
と
だ
。
し
か
し
、
比
較
的
小
さ
な
揺

�

37.5%

26.3%

31.0%

5.1%

回答者全体
2007人

避難した

避難しようとは思わなかった

無回答

避難の必要性は認識していたが、
避難しなかった

19.2%

16.5%

14.9%

14.2%

11.9%

10.5%

9.2%

6.8%

6.7%

2.2%

1.9%

0.6%

52.7%
高台など、津波により浸水する

おそれのない地域にいると思った
他地域に到達した津波が大きく
なかったので避難の必要はない
大津波警報だったが、3mより
小さな津波しかこないと思った

自分のいる所が2階以上の高さだった
ので、安全だと思った

3m程度なら1960年の津波より
被害範囲は小さいと思った

近所の人たちが
避難していなかった

自分のいる所が堅固な建物の中だった
ので、安全だと思った
身体的に避難が困難、

家族に避難が困難な人がいた
遠くで起きた地震のため、
津波は来ないと思った

どこに避難して良いかわからなかった

家財や仕事のことが心配だった

海岸に堤防があるので、
津波は来ないと思った

避難の呼びかけがなかった、
または聞こえなかった

37.5%

26.3%

31.0%

5.1%

回答者全体
2007人

避難した

避難しようとは思わなかった

無回答

避難の必要性は認識していたが、
避難しなかった

19.2%

16.5%

14.9%

14.2%

11.9%

10.5%

9.2%

6.8%

6.7%

2.2%

1.9%

0.6%

52.7%
高台など、津波により浸水する

おそれのない地域にいると思った
他地域に到達した津波が大きく
なかったので避難の必要はない
大津波警報だったが、3mより
小さな津波しかこないと思った

自分のいる所が2階以上の高さだった
ので、安全だと思った

3m程度なら1960年の津波より
被害範囲は小さいと思った

近所の人たちが
避難していなかった

自分のいる所が堅固な建物の中だった
ので、安全だと思った
身体的に避難が困難、

家族に避難が困難な人がいた
遠くで起きた地震のため、
津波は来ないと思った

どこに避難して良いかわからなかった

家財や仕事のことが心配だった

海岸に堤防があるので、
津波は来ないと思った

避難の呼びかけがなかった、
または聞こえなかった

2 月のチリの地震による津波避難について 
3 月に行われたアンケートの結果
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れ
で
も
、
長
時
間
ゆ
っ
く
り
と
し
た
揺

れ
の
地
震
は
「
津
波
地
震
」
と
呼
ば
れ
、

大
津
波
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
る
の
で

避
難
が
必
要
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

地
震
が
起
き
た
ら
直
ぐ
に
海
岸
か
ら
離

れ
浸
水
予
想
地
域
の
外
ま
で
避
難
す
る

の
が
大
原
則
だ
（
内
陸
の
人
は
避
難
不

要
で
あ
る
）。

ま
た
、
既
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

津
波
は
必
ず
し
も
第
１
波
が
最
も
高
い

と
い
う
訳
で
は
な
い
。
ま
た
、
津
波
が

川
を
遡
る
、
あ
る
い
は
、
排
水
溝
を
逆

流
し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
や
側
溝
か
ら
溢
れ

出
る
と
い
う
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

海
岸
線
か
ら
離
れ
て
い
て
も
、
必
ず
安

全
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
津
波
警
報

が
解
除
さ
れ
る
ま
で
は
、
避
難
場
所
を

離
れ
て
は
な
ら
な
い
。
な
お
、
津
波
注

意
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
陸
上
へ

の
浸
水
の
心
配
は
な
い
た
め
居
住
地
か

ら
の
避
難
は
不
要
だ
が
、
海
水
浴
客
な

ど
は
陸
上
へ
退
避
す
る
必
要
が
あ
る
。

日
頃
か
ら
家
族
で
避
難
場
所
、
避
難

経
路
、
非
常
時
の
連
絡
方
法
な
ど
を
決

め
て
お
く
こ
と
も
重
要
だ
。
自
分
が
住

む
市
町
村
が
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

公
表
し
て
い
れ
ば
、
そ
う
し
た
家
族
の

約
束
を
決
め
る
際
に
役
立
つ
。

そ
し
て
、
津
波
が
引
き
潮
か
ら
始
ま

る
と
誤
解
し
、
津
波
が
来
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
に
海
岸
に
向
か
う
こ

と
は
非
常
に
危
険
だ
。
北
海
道
南
西
沖

地
震
、
平
成
15
年
の
十
勝
沖
地
震
、
海

外
で
は
平
成
16
年
の
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震

で
も
、
ス
リ
ラ
ン
カ
や
イ
ン
ド
で
は
直

前
に
潮
が
引
く
こ
と
な
く
津
波
が
押
し

寄
せ
て
い
る
。

２
月
の
チ
リ
の
地
震
に

伴
う
津
波
避
難
の
教
訓

チ
リ
中
部
沿
岸
を
震
源
と
す
る
地
震

に
よ
る
津
波
避
難
に
つ
い
て
、
内
閣
府

と
総
務
省
消
防
庁
が
、
大
津
波
警
報
が

発
表
さ
れ
た
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城

県
の
36
市
町
村
の
避
難
指
示
ま
た
は
避

難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
地
域
の
住
民
に

対
し
て
、
３
月
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
（
回
収
数
２
０
０
７
票
）
に
よ
れ

ば
、
回
答
者
の
う
ち
避
難
し
た
人
は
４

割
弱
で
あ
っ
た
。
避
難
し
な
か
っ
た
理

由
に
つ
い
て
、
半
数
以
上
が
、「
高
台
な

ど
、
津
波
に
浸
水
す
る
お
そ
れ
の
な
い

地
域
に
い
る
と
思
っ
た
」
と
回
答
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
し
て
い
る
市
町
村
で
は
、
明

治
三
陸
地
震
津
波
な
ど
過
去
最
大
級
の

津
波
（
高
さ
10
ｍ
な
ど
）
を
想
定
し
た

浸
水
予
想
地
域
を
設
定
し
て
お
り
、
こ

れ
を
基
に
し
た
避
難
指
示
等
の
発
令
は
、

今
回
の
高
さ
３
ｍ
の
大
津
波
警
報
に
対

し
て
は
対
象
地
域
が
広
す
ぎ
た
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
回
答
者
の
３

割
以
上
が
「
自
宅
は
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
示
さ
れ
る
浸
水
予
想
地
域
の
外
で

あ
る
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
避
難
指
示
・

勧
告
を
発
令
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

約
６
割
が
「
1
9
6
0
年
チ
リ
地
震
津

波
を
体
験
」
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

津
波
の
恐
ろ
し
さ
の
認
識
不
足
だ
け
が

原
因
で
避
難
し
な
か
っ
た
と
は
考
え
に

く
い
。
住
民
は
、
今
回
の
警
報
で
予
想

さ
れ
た
高
さ
３
ｍ
の
津
波
に
対
し
て
自

宅
か
ら
の
避
難
の
要
否
を
自
分
で
判
断

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
予
想
さ
れ

る
津
波
高
か
ら
ど
の
よ
う
な
範
囲
に
被

害
の
お
そ
れ
が
あ
る
か
が
津
波
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
公
表
さ
れ
て
い
れ
ば
、
住

民
は
津
波
の
危
険
性
や
避
難
の
必
要
性

に
つ
い
て
よ
り
正
し
く
判
断
す
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

今
回
の
津
波
の
教
訓
と
し
て
は
、
津

波
の
危
険
性
の
周
知
、
知
識
の
普
及
啓

発
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
も
と
よ
り
、
予
想
さ
れ
る
津
波
の
高

さ
に
応
じ
て
市
町
村
が
適
切
に
避
難
指

示
等
を
発
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
２
段
階
な
ど
の
避
難
対
象
地
域
を

示
し
た
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
、
住
民
へ
の
周
知
の
徹
底
等
の
取
組

に
向
け
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
認
識
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

内
閣
府
で
は
有
識
者
を
交
え
た
検
討
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

�

津
波
の
心
得 

５
か
条 

（
和
歌
山
県
串
本
町
）

第
一
、「
地
震
が
起
き
た
ら
、
ま
ず
避
難
」

第
二
、「
津
波
は
繰
り
返
し
来
襲
し
ま
す
」

第
三
、「
情
報
を
待
っ
て
い
て
は
、
逃
げ
遅
れ

ま
す
」

第
四
、「
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
」

第
五
、「
津
波
は
引
き
潮
か
ら
始
ま
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
」
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命をかけて先人が残してきた
言葉を伝えたい

語り部

平野啓子さん

Active 
Human  
List 1

ひらの・けいこ●語り部、大阪芸術大学教授、武蔵野大学非常勤
講師。静岡県沼津市出身。「NHK ニュースワイド」や「NHK ニュー
スおはよう日本」のキャスター、大河ドラマ「毛利元就」、「義経

（義経紀行）」の語り、伝統芸能等多くの番組を務める。また、「語
り」芸術家としての舞台公演は高く評価され、文化庁芸術祭大賞、
ギャラクシー賞奨励賞等を受賞。さらに、近著「兼好に恋して徒
然草に学ぶ」（あすとろ出版）、語り CD「走れメロス」（ユニバー
サル）、新刊 DVD「平家物語」（ハゴロモ）等多数発表。６月か
ら 11 月まで３回にわたって、かたり音らいぶ「わたしのおんな
の一生」を銀座で公演。

N
H
K
の
ニ
ュ
ー
ス
の
キ
ャ
ス
タ
ー
や
大
河
ド
ラ
マ
の
語
り
で
知
ら
れ
る
平
野
啓

子
さ
ん
は
、
名
作
や
名
文
を
暗
唱
す
る
語
り
部
と
し
て
舞
台
や
テ
レ
ビ
で
活
躍
中
。

日
本
国
内
だ
け
で
は
な
く
海
外
で
も
公
演
を
行
い
、
日
本
の
文
化
や
日
本
語
の
美

し
さ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
語
り
に
よ
る
「
稲
む
ら
の
火
」
の
上
演
と
い
っ
た
災
害
教
訓
の
継
承
に
力

を
入
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
主
的
に
防
災
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
、
日
ご
ろ
か

ら
災
害
に
備
え
た
準
備
も
怠
り
あ
り
ま
せ
ん
。
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平
野
さ
ん
が
語
り
部
と
な
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
友
人
の
一
言

で
あ
っ
た
。

「
O
L
時
代
、
私
は
何
か
自
分
を
も
っ

と
輝
か
せ
る
場
が
欲
し
い
と
思
っ
て
、

い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
が
、
ど
れ
も
長
続
き
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
で
友
人
に
『
私
は
何
を
趣
味

に
し
た
ら
い
い
？
』
と
電
話
で
長
々
と

相
談
し
た
の
で
す
が
、『
趣
味
な
ん
か
人

に
教
え
て
も
ら
え
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
わ

よ
。
自
分
が
毎
日
知
ら
ず
知
ら
ず
に
好

き
で
や
っ
て
い
る
こ
と
が
趣
味
に
な
る

の
よ
!
』
と
一
喝
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
（
笑
い
）」

「
毎
日
知
ら
ず
知
ら
ず
に
や
っ
て
い
る

こ
と
」。
考
え
て
み
る
と
、
思
い
当
た
る

こ
と
が
一
つ
あ
っ
た
。

「
私
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
文
字
を
見
る

と
声
を
出
し
て
読
み
上
げ
る
と
い
う
癖

が
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
新
聞
の
折

り
込
み
広
告
を
『
靴
の
大
安
売
り
、
特

価
1
9
8
0
円
！
』
な
ど
と
声
を
上
げ

て
読
ん
で
い
た
の
で
す
」

文
字
を
読
む
こ
と
が
趣
味
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
平
野
さ
ん
は
、

さ
っ
そ
く
そ
の
日
か
ら
宮
沢
賢
治
の
「
銀

河
鉄
道
の
夜
」
の
朗
読
を
始
め
る
と
、

毎
日
欠
か
さ
ず
２
時
間
以
上
続
け
る
こ

と
が
で
き
た
の
だ
。「
こ
れ
が
、
私
の
趣

味
だ
」
と
平
野
さ
ん
は
確
信
し
た
。
や

が
て
、
も
っ
と
朗
読
が
う
ま
く
な
り
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
朗
読
テ
ー
プ

を
借
り
た
り
、
舞
台
を
観
に
行
く
よ
う

に
な
る
。

そ
う
し
た
中
、
物
語
を
暗
唱
す
る
「
語

り
」
と
出
会
う
。

「
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
『
君
の
名
は
』
の
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
有
名
な
鎌
田
弥
恵
さ
ん

の
『
語
り
』
の
舞
台
を
観
た
時
、
鎌
田

さ
ん
の
言
葉
が
、
ま
る
で
鎌
田
さ
ん
の

心
の
中
に
あ
る
言
葉
の
よ
う
に
一
言
一

言
、
私
に
伝
わ
っ
て
き
た
の
で
す
。
そ

し
て
、
そ
の
物
語
の
中
の
風
景
ま
で
も

が
見
え
て
き
ま
し
た
。『
こ
れ
が
私
の
や

り
た
か
っ
た
こ
と
だ
!
』
と
そ
の
時
、

思
っ
た
の
で
す
」

以
来
、
平
野
さ
ん
は
「
語
り
」
の
世

界
に
入
り
、
20
年
に
わ
た
っ
て
、「
源
氏

物
語
」
か
ら
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
ま
で
様
々

な
作
品
を
語
っ
て
き
た
。

そ
う
し
た
数
多
く
の
作
品
の
中
に
、

「
稲
む
ら
の
火
」が
あ
る
。「
稲
む
ら
の
火
」

は
、
史
実
を
ヒ
ン
ト
に
、
小
泉
八
雲
（
ラ

フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）
が
津
波
の
被

害
か
ら
村
人
を
救
っ
た
庄
屋
の
奮
闘
を

描
い
た
物
語
だ
。

「
人
の
心
を
豊
か
に
す
る
作
品
を
私
は

選
ん
で
き
ま
し
た
が
、『
稲
む
ら
の
火
』

は
ま
さ
し
く
そ
う
し
た
作
品
で
す
」

「
日
本
に
は
古
く
か
ら
、
災
害
か
ら
身

を
守
る
た
め
に
人
々
が
必
死
に
な
っ
て

語
り
継
い
で
き
た
言
葉
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
う
し
た
、
命
を
か
け
て
先
人

が
残
し
て
き
た
言
葉
を
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
」

災
害
教
訓
の
継
承
に
も
熱
意
を
燃
や

す
平
野
さ
ん
は
、
防
災
意
識
も
非
常
に

高
い
。
家
に
は
防
災
グ
ッ
ズ
の
入
っ
た

リ
ュ
ッ
ク
を
備
え
、
携
帯
電
話
は
安
否

情
報
や
地
震
災
害
情
報
が
直
ぐ
に
確
認

で
き
る
よ
う
設
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

防
災
訓
練
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
。

平
野
さ
ん
は
、
防
災
意
識
を
高
め
る

た
め
に
、
対
面
し
伝
え
合
う
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
強
調
す
る
。

「
小
さ
い
頃
、
海
水
浴
に
行
く
と
、
家

族
と
津
波
の
話
を
し
た
り
す
る
な
ど
、

日
常
生
活
の
中
で
自
然
と
防
災
の
こ
と

を
学
ん
で
い
ま
し
た
」

「
今
は
メ
ー
ル
な
ど
便
利
な
方
法
も
あ

り
ま
す
が
、
人
と
直
接
会
っ
て
話
す
こ

と
で
互
い
が
得
ら
れ
る
情
報
は
、
と
て

も
多
い
の
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
家
族
や

地
域
の
人
と
防
災
に
つ
い
て
自
然
と
話

せ
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
非
常
に
重
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

11

毎年、東京・六義園で 
瀬戸内寂聴作の「しだれ桜」を語る

人と直接会って話すことで得られる
情報は、とても多いのです
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議
事
に
つ
い
て
は
、
中
井
洽
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
（
防
災
）
が
進
行
を
務
め
、
議
題

に
つ
い
て
、
泉
健
太
内
閣
府
大
臣
政
務
官
か
ら

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

第
一
に
、
決
定
事
項
と
し
て
「
平
成
22
年
度
総

合
防
災
訓
練
大
綱
」
及
び
「『
災
害
時
の
避
難
に

関
す
る
専
門
調
査
会
』
の
設
置
」
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
国
等
の
防
災
関
係
機
関
が
防
災
訓

練
を
実
施
す
る
際
の
指
針
を
示
す
「
平
成
22
年
度

総
合
防
災
訓
練
大
綱
」
に
関
し
て
は
、
本
年
度
初

め
て
、
東
海
地
震
と
東
南
海
・
南
海
地
震
が
連
動

し
て
発
生
し
た
場
合
を
対
象
と
し
て
政
府
本
部
運

営
訓
練
（
９
月
１
日
予
定
）
を
実
施
す
る
こ
と
な

ど
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
発
生
し
た
大
雨
や
津
波
災
害
時
に

お
い
て
、
適
切
な
避
難
行
動
が
取
れ
て
い
な
い
こ

と
や
災
害
に
関
す
る
情
報
が
適
切
に
伝
達
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
な
ど
の
課
題
を
踏
ま
え
、
避
難
を

め
ぐ
る
様
々
な
課
題
に
対
す
る
対
応
策
を
検
討

す
る
「
災
害
時
の
避
難
に
関
す
る
専
門
調
査
会
」

の
設
置
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
に
、
承
認
事
項
と
し
て
、
チ
リ
中
部
沿

岸
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ
る
津
波
災
害
の
激

甚
災
害
指
定
な
ど
、
前
回
の
会
議
以
降
、
中
央

防
災
会
議
会
長
（
内
閣
総
理
大
臣
）
が
専
決
処

理
し
た
事
項
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

第
三
に
、
報
告
事
項
と
し
て
、
ま
ず
、「
大
規

模
水
害
対
策
に
関
す
る
専
門
調
査
会
」
が
取
り

ま
と
め
ら
れ
た
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。今
後
、

同
報
告
を
踏
ま
え
、「
大
規
模
水
害
対
策
大
綱
」

が
策
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

次
に
、「
チ
リ
中
部
沿
岸
を
震
源
と
す
る
地
震

に
よ
る
津
波
に
つ
い
て
」
で
は
、
今
回
の
津
波
へ

の
対
応
に
お
い
て
、
指
定
さ
れ
た
避
難
所
へ
の
避

難
率
が
低
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
課
題
が
指
摘
さ
れ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
避
難
の
実
態
を
把
握
す
る
た

め
に
行
っ
た
、「
緊
急
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

の
結
果
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
調
査

結
果
を
さ
ら
に
詳
細
に
分
析
・
検
証
し
、
自
治
体

や
関
係
機
関
と
も
相
談
し
な
が
ら
住
民
の
避
難
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
ほ
か
、
遠
地
津

波
の
予
測
精
度
の
さ
ら
な
る
向
上
に
向
け
た
取
組

を
、
気
象
庁
に
お
い
て
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
新
潟
県
知
事
の
泉
田
委
員
か

ら
は
、
チ
リ
地
震
津
波
に
係
る
全
国
知
事
会
に
お

け
る
取
組
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
前
述
の
「
大
規
模
水
害
対
策
に
関
す

る
専
門
調
査
会
」
の
座
長
で
あ
る
秋
草
直
之
中
央

防
災
会
議
専
門
委
員
か
ら
、「
首
都
圏
水
没
～
被

害
軽
減
の
た
め
に
取
る
べ
き
対
策
と
は
～
」
と
題

し
て
、
同
専
門
調
査
会
報
告
の
概
要
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
中
央
防
災
会
議
会
長
で
あ
る
鳩
山
内

閣
総
理
大
臣
か
ら
、
今
年
の
大
雨
災
害
に
十
分
警

戒
す
る
と
と
も
に
、
想
定
さ
れ
る
水
害
へ
の
対
策

を
検
討
す
る
こ
と
、
津
波
対
応
等
に
お
い
て
見
つ

か
っ
た
課
題
・
教
訓
に
対
し
連
携
し
て
対
処
す
る

こ
と
、
防
災
訓
練
な
ど
を
契
機
に
、
大
規
模
地
震

が
連
動
し
て
発
生
し
た
場
合
に
つ
い
て
も
地
震
対

策
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
の
指
示
が
あ
り
、
昨
今

世
界
各
地
で
大
地
震
が
相
次
い
で
い
る
よ
う
に
、

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
政
府
、

自
治
体
及
び
有
識
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
対
策
に

万
全
を
期
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
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中央防災会議を開催 防災の動き
Disaster Management News

４月２１日、総理官邸において、鳩山内閣で２回目となる中央防災会議が
開催されました。

ア
ク
セ
ス

第
26
回
中
央
防
災
会
議
（
議
事
次
第
及
び
資
料
）
に
つ
い
て

（h
ttp

://w
w

w
.b

o
u

sa
i.g

o
.jp

/ch
u

b
o

u
/2

6
/in

d
e

x
.h

tm
l

）

専門調査会報告の説明を行う
秋草座長

あいさつする鳩山内閣総理大臣（中央防災会議会長）
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１
．適
時
・
的
確
な
避
難
の
実
現
に
よ
る

被
害
軽
減

①
広
域
避
難
対
策
の
強
化

円
滑
な
広
域
避
難
の
実
現
に
向
け
、
想
定
さ

れ
る
ハ
ザ
ー
ド
特
性
、
脆
弱
性
特
性
等
を
踏
ま
え

た
適
切
な
避
難
方
針
の
検
討
や
具
体
的
な
避
難
計

画
の
策
定
、
避
難
誘
導
の
実
行
体
制
の
整
備
を
図

る
。
ま
た
、
堤
防
決
壊
前
の
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
国
の
避
難
誘
導
の
対
策
本
部
等
を
立
ち
上
げ
る

な
ど
、
避
難
誘
導
等
の
対
応
行
動
の
体
制
や
指
揮

命
令
系
統
等
の
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

②
避
難
率
の
向
上

大
規
模
水
害
時
の
具
体
的
な
被
災
イ
メ
ー
ジ
に

関
す
る
情
報
や
避
難
計
画
に
つ
い
て
、
普
段
か
ら

周
知
・
広
報
を
図
り
、
住
民
に
よ
る
事
前
の
備
え

や
適
切
な
避
難
行
動
を
促
す
。
ま
た
、
市
区
町
村

長
等
、
し
か
る
べ
き
人
か
ら
の
情
報
伝
達
方
法
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
消
防
、
警
察
等
の
行
政
機

関
や
水
防
団
、
自
主
防
災
組
織
等
に
よ
る
住
民
個

人
へ
の
直
接
伝
達
体
制
の
強
化
を
図
る
。

③
孤
立
者
の
救
助
・
救
援

孤
立
者
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
孤
立
発
生

場
所
の
把
握
体
制
や
孤
立
者
救
助
体
制
の
整
備
を

図
る
。
ま
た
、
救
助
活
動
に
必
要
な
資
機
材
の
確

保
、
水
・
食
料
・
簡
易
ト
イ
レ
等
の
供
給
方
策
等
、

孤
立
者
の
生
命
維
持
対
策
を
検
討
す
る
。

④
地
下
空
間
等
に
お
け
る
被
害
軽
減

地
下
空
間
管
理
主
体
間
が
連
携
し
て
、
避
難

シ
ナ
リ
オ
や
避
難
計
画
の
策
定
を
進
め
る
と
と
も

に
、
地
下
空
間
滞
留
者
の
避
難
誘
導
体
制
の
整
備

を
図
る
。
ま
た
、
地
下
空
間
か
ら
の
具
体
的
な
避

難
誘
導
方
策
等
の
検
討
を
進
め
、
そ
の
際
に
必
要

と
な
る
情
報
収
集
・
伝
達
体
制
を
整
備
す
る
。

２
．公
的
機
関
等
の
応
急
対
応
力
の
強
化

と
重
要
機
能
の
確
保

①
公
的
機
関
の
業
務
継
続
性
確
保

浸
水
時
に
孤
立
し
た
場
合
に
お
い
て
避
難
誘
導

や
救
助
・
救
急
活
動
等
の
応
急
活
動
が
行
え
る
よ

う
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
途
絶
時
の
代
替
手
段
の
確
保
、

備
蓄
対
策
の
強
化
、
重
要
設
備
の
水
防
対
策
等
を

行
う
。
ま
た
、
特
に
優
先
度
が
高
く
災
害
時
に
業

務
継
続
や
早
期
の
業
務
再
開
が
必
要
と
な
る
業
務

の
継
続
性
確
保
対
策
を
推
進
す
る
。

②
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ラ
の
浸
水
被
害

に
よ
る
影
響
の
軽
減
と
早
期
復
旧

災
害
時
に
必
要
な
機
能
の
維
持
の
た
め
、
電
力
、

上
下
水
道
等
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
、
交

通
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
重
要
設
備
の
水
防
対
策
、
ル
ー

ト
の
多
重
化
や
拠
点
の
分
散
化
の
推
進
を
図
る
。

３
．住
民
、
企
業
等
に
お
け
る
大
規
模
水

害
対
応
力
の
強
化

住
民
、
企
業
等
は
、
浸
水
危
険
性
を
適
切
に
認

識
し
、
対
応
力
を
高
め
る
た
め
、
必
要
な
防
災
情

報
の
収
集
と
理
解
、
事
業
継
続
性
の
確
保
、
必
要

な
物
資
の
備
蓄
、
防
災
教
育
・
防
災
訓
練
へ
の
積

極
的
な
参
画
等
を
通
じ
、自
ら
の
防
災
力
の
充
実
・

強
化
に
努
め
る
。
ま
た
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体

は
、
住
民
、
企
業
等
に
よ
る
自
助
を
促
進
す
る
た

め
、
既
往
の
水
害
や
大
規
模
水
害
の
被
害
特
性
の

周
知
、
訓
練
等
の
人
材
育
成
の
機
会
の
提
供
等
の

対
策
を
平
常
時
か
ら
実
施
す
る
。

４
．氾
濫
の
抑
制
対
策
と
土
地
利
用
誘
導

に
よ
る
浸
水
被
害
の
軽
減

膨
大
な
避
難
者
の
存
在
や
莫
大
な
経
済
的
損
失

等
を
踏
ま
え
、
既
存
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
、

治
水
対
策
や
高
潮
対
策
を
着
実
に
実
施
す
る
と

と
も
に
、
氾
濫
時
に
備
え
た
水
防
活
動
の
的
確
な

実
施
を
図
る
た
め
の
体
制
等
の
整
備
を
図
る
。
ま

た
、
排
水
ポ
ン
プ
等
に
つ
い
て
、
水
防
対
策
の
強

化
、
燃
料
補
給
体
制
の
整
備
や
排
水
施
設
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
の
確
保
な
ど
機
能
継
続
性
の
確
保
を

図
る
。

５
．そ
の
他
の
大
規
模
水
害
特
有
の
事
象

へ
の
対
応

そ
の
他
、
衛
生
環
境
の
確
保
、
治
安
の
維
持
、

文
化
遺
産
の
被
害
軽
減
、水
害
廃
棄
物
の
処
理
等
、

大
規
模
水
害
特
有
の
事
象
へ
の
対
応
を
図
る
。
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秋草座長＜左＞から中井内閣府特命担当
大臣（防災）＜右＞への報告書手交の様子

首都圏水没 ～ 被害軽減のために取るべき対策とは ～
中央防災会議「大規模水害対策に関する専門調査会」（座長：秋草直之 富士通株式会社取締役相談役）は、３年
余りの検討の末、「大規模水害対策に関する専門調査会報告 首都圏水没 ～被害軽減のために取るべき対策とは～」
をとりまとめました。ここでは、主な対策の内容を紹介します。

中央防災会議「大規模水害対策に関する専門調査会」報告

本
内
容
は
、
内
閣
府
防
災
情
報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内 

（ h t t p : / / w
 w

 w
. b o u s a i . g o . j p / j i s h i n / c h u b o u / s u i g a i/ 

i n d e x . h t m
 l 

） で
詳
細
を
公
表
し
て
お
り
ま
す
。
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（
１
）
チ
リ
共
和
国

本
年
2
月
に
発
生
し
た
チ
リ
中
部
沿
岸
を
震
源
と
す

る
地
震
・
津
波
に
つ
い
て
、
政
府
関
係
者
と
チ
リ
の

災
害
対
策
や
今
後
の
復
興
に
向
け
た
取
組
等
に
関
し
て

意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
被
災
現
場
を
視
察
し
ま

し
た
。

政
務
官
と
い
う
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
チ
リ
訪
問
は
、
日
本

の
チ
リ
へ
の
関
心
の
高
さ
の
表
れ
と
受
け
止
め
ら
れ
、

各
訪
問
先
で
日
本
の
経
験
を
生
か
し
た
今
後
の
協
力
に

期
待
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
の
関
心

も
高
く
、多
く
の
地
元
報
道
陣
の
取
材
を
受
け
ま
し
た
。

①
４
月
29
日
（
木
）

首
都
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
に
お
い
て
、
外
務
省
、
国

家
緊
急
対
策
室
（
O
N
E
M
I
）、
国
家
女
性
事

業
局
（
S
E
R
N
A
M
）
を
訪
問
し
、
政
府
要

人
等
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

・
外
務
省

ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
シ
ル
バ
外
務
次
官
代
行
か
ら
は
、

日
本
政
府
か
ら
の
支
援
に
対
し
て
感
謝
が
述
べ
ら
れ
る

と
と
も
に
、
今
回
の
地
震
を
契
機
と
し
て
、
日
チ
リ
間

の
協
力
関
係
が
更
に
進
展
す
る
こ
と
へ
の
期
待
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

・
国
家
緊
急
対
策
室
（
O
N
E
M
I
）

O
N
E
M
I
で
は
、
ま
ず
、
今
回
の
地
震
の
被
災

状
況
や
、
チ
リ
の
現
行
の
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム
、
チ
リ

の
耐
震
化
の
取
組
み
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
ビ
セ

ン
テ
・
ヌ
ニ
ェ
ス
長
官
は
、
日
本
か
ら
の
支
援
へ
の
感

謝
と
と
も
に
、
今
後
、
日
チ
リ
間
で
の
防
災
分
野
で
の

協
力
へ
の
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。
泉
政
務
官
よ
り
、
日

本
の
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
チ
リ

で
は
、
２
０
１
２
年
に
は
日
本
方
式
の
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
日
本
方
式
の
デ
ジ

タ
ル
放
送
技
術
を
生
か
し
た
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム
へ
の

関
心
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

・
国
家
女
性
事
業
局（
S
E
R
N
A
M
）

泉
政
務
官
は
、
男
女
共
同
参
画
も
所
掌
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
カ
ロ
リ
ナ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
国
家
女
性
事

業
局
大
臣
と
面
談
し
、
９
月
に
日
本
で
開
催
さ
れ
る

A
P
E
C
女
性
リ
ー
ダ
ー
会
合
へ
の
出
席
を
同
大
臣

に
要
請
し
ま
し
た
。

②
４
月
30
日
（
金
）

地
震
・
津
波
の
被
害
の
大
き
か
っ
た
ビ
オ
ビ
オ

州
タ
ル
カ
ウ
ア
ノ
市
及
び
コ
ン
セ
プ
シ
オ
ン
市

を
訪
問
し
、
州
知
事
及
び
両
市
長
よ
り
、
災
害

へ
の
対
応
や
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
等
に
つ

い
て
話
を
伺
っ
た
ほ
か
、
被
災
現
場
を
視
察
し

ま
し
た
。

海外災害
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泉
健
太
内
閣
府
大
臣
政
務
官
（
防
災
担
当
）
は
、 

４
月
28
日(

水)

か
ら
５
月
４
日(

火)

ま
で
の
間
、 

チ
リ
共
和
国
及
び
ハ
イ
チ
共
和
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ONEMI 長官との面談後の取材（右端 ONEMI 長官） 
（チリ・サンティアゴ）

泉
内
閣
府
大
臣
政
務
官（
防
災
担
当
）の 

チ
リ
・
ハ
イ
チ
訪
問
に
つ
い
て

災害報告
Disaster Report
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・
タ
ル
カ
ウ
ア
ノ
市

ガ
ス
ト
ン
・
サ
ー
ベ
ド
ラ
・
タ
ル
カ
ウ
ア
ノ
市
長
よ

り
、
被
災
状
況
と
復
旧
状
況
が
説
明
さ
れ
、
住
民
は
津

波
の
怖
さ
を
認
識
し
て
避
難
し
た
の
で
、
人
的
被
害
は

最
小
限
に
抑
え
ら
れ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
今
後
の
街
づ
く
り
や
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム
整
備
に

お
け
る
日
本
へ
の
期
待
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

・
ビ
オ
ビ
オ
州

ジ
ャ
ケ
リ
ン
・
バ
ン
・
リ
セ
ル
ベ
ル
ゲ
・
ビ
オ
ビ
オ

州
知
事
よ
り
、
今
回
の
地
震
で
は
、
通
信
網
が
途
絶
し

早
期
警
報
シ
ス
テ
ム
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
た
こ
と
、

冬
に
備
え
て
２
万
戸
の
仮
設
住
宅
を
設
置
す
る
こ
と
が

計
画
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
住
宅
の
再
建
や
港
や
道
路
の

修
復
、
雇
用
対
策
な
ど
の
復
興
計
画
を
進
め
て
い
る
こ

と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

・
コ
ン
セ
プ
シ
オ
ン
市

パ
ト
リ
シ
オ
・
ク
ン
・
コ
ン
セ
プ
シ
オ
ン
市
長
よ
り
、

コ
ン
セ
プ
シ
オ
ン
に
は
３
階
以
上
の
建
物
が
９
７
０
棟

あ
り
、
全
て
避
難
経
路
が
確
保
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ

れ
ら
の
住
民
は
皆
避
難
で
き
た
も
の
の
、
津
波
警
報
が

機
能
せ
ず
予
想
以
上
の
死
者
が
出
た
こ
と
な
ど
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

（
２
）
ハ
イ
チ
共
和
国

５
月
２
日
（
日
）、泉
政
務
官
は
、ハ
イ
チ
を
訪
問
し
、

現
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
我
が
国
の
P
K
O
連
絡
調

整
所
や
大
使
館
の
案
内
で
、
本
年
1
月
に
発
生
し
た
大

地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
状
況
を
視
察
す
る
た
め
、シ
ャ

ン
・
ド
・
マ
ル
ス
広
場
（
被
災
者
テ
ン
ト
村
）
や
避
難

民
キ
ャ
ン
プ
建
設
状
況
等
を
訪
問
し
ま
し
た
。
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被災地を視察（チリ・コンセプシオン市）

チ
リ
大
地
震
に
つ
い
て

地
震
概
要

・
日
時
…
現
地
時
間
2
月
27
日
午
前
3
時
34
分
（
日

本
時
間
同
日
午
後
3
時
34
分
）

・
震
源
地
…
首
都
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
の
南
西
約
3
2
0

㎞
（
第
2
の
都
市
コ
ン
セ
プ
シ
オ
ン
の
北
北
東

1
1
5
㎞
）

・
地
震
の
規
模
…
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
・
8

被
害
状
況

・
死
者
数
…
４
８
６
人
、
行
方
不
明
者
数
…
７
９
人

・
被
災
者
…
２
０
０
万
人
以
上

ハ
イ
チ
大
地
震
に
つ
い
て

地
震
概
要

・
日
時
…
現
地
時
間
1
月
12
日
午
前
4
時
53
分
（
日

本
時
間
13
日
午
前
6
時
53
分
）

・
震
源
地
…
首
都
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
郊
外
約
15
㎞

・
地
震
の
規
模
…
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
0

被
害
状
況

・
死
者
数
…
約
２
２
万
２
５
０
０
人
、
行
方
不
明
者

数
…
約
４
０
０
人

・
被
災
者
数
…
約
３
７
０
万
人

※
詳
細
は
次
頁
の
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
是
澤
所
長
の
調
査

報
告
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

被災者テント村にて（ハイチ）
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１
．
今
回
の
地
震
の
特
徴

(1) 

諸
機
能
の
集
中
す
る
首
都
を
直
撃
、

行
政
機
能
・
経
済
活
動
が
麻
痺

首
都
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
（
圏
域
人
口
約

2
5
0
万
人
、
総
人
口
の
約
4
分
の
1
）
で
は
、

大
統
領
宮
殿
、
国
会
、
中
央
省
庁
等
の
国
家
の
中

枢
機
関
の
ほ
と
ん
ど
の
建
物
が
倒
壊
し
て
お
り
、

多
く
の
職
員
も
犠
牲
に
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

政
府
機
能
の
一
刻
も
早
い
立
て
直
し
は
最
重
要
課

題
で
す
。
経
済
イ
ン
フ
ラ
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
等
の

多
く
が
倒
壊
し
て
お
り
、
経
済
活
動
の
著
し
い
低

下
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
学
校
や

病
院
等
の
公
共
施
設
、
教
会
等
の
人
々
の
生
活
を

支
え
る
施
設
の
多
く
が
被
害
を
受
け
て
お
り
、
長

期
的
な
影
響
は
確
実
で
す
。
首
都
機
能
が
大
き
く

被
害
を
受
け
た
た
め
、
地
震
の
影
響
は
被
災
地
だ

け
に
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。
復
旧
・
復
興
は
国
全
体

海外災害

16

本
年
1
月
12
日
に
発
生
し
た
ハ
イ
チ
大
地
震
は
、
22
万
以
上
の
犠
牲
者
や 

年
間
G
D
P
の
1
・
2
倍
に
お
よ
ぶ
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

内
閣
府
で
は
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、、
ハ
イ
チ
大
地
震
の
被
害
状
況
や 

復
旧
･
復
興
の
た
め
の
諸
課
題
を
把
握
す
る
た
め
、
3
月
4
日
か
ら
12
日
に
か
け
て

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

倒壊した大統領宮殿（2階部分は完全に潰れている。）

2010 ハイチ大地震2010 ハイチ大地震2010 ハイチ大地震2010 ハイチ大地震
災害報告

Disaster Report
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の
再
建
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
ハ

イ
チ
大
地
震
の
特
徴
の
一
つ
で
す
。

(2) 
貧
困
、
無
秩
序
な
都
市
化
、
高
い
人

口
密
度
、
地
震
へ
の
備
え
の
欠
如
等

が
被
害
の
拡
大
要
因

災
害
は
自
然
現
象
に
加
え
て
社
会
現
象
と
い
う

側
面
が
あ
り
ま
す
。
ハ
イ
チ
は
「
西
半
球
で
最
も

貧
し
い
国
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
長
く
混
乱
が
続
き
、

経
済
も
疲
弊
し
、
大
多
数
の
国
民
は
貧
困
状
態
に

あ
り
ま
す
。
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
に
は
総
人
口
の

約
４
分
の
１
が
集
中
し
て
お
り
、
都
市
基
盤
が
未

整
備
な
状
態
で
急
傾
斜
地
な
ど
居
住
に
適
さ
な
い

地
区
に
ま
で
広
が
っ
て
お
り
、
高
密
度
で
災
害
の

危
険
性
が
高
い
都
市
が
も
と
も
と
形
成
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
イ
チ
で
は
地
震
に
対
す
る
備

え
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ハ
イ
チ
を
含
む

イ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
は
プ
レ
ー
ト
の
境
界
に
近
接

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
過
去
2
0
0
年
以

上
ほ
と
ん
ど
地
震
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
不

思
議
で
す
。
地
震
の
危
険
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
こ
ま
で
手
が
回
ら
な
か
っ
た
と
い
う

の
が
実
情
で
す
。
こ
の
よ
う
な
無
秩
序
な
都
市
化
、

都
市
基
盤
の
未
整
備
、
貧
困
、
災
害
へ
の
備
え
の

欠
如
な
ど
は
今
回
の
地
震
の
被
害
を
拡
大
し
た
要

因
と
言
え
ま
す
。

２
．
今
後
の
課
題
な
ど

(1) 

瓦
礫
処
理
、
安
心
・
安
全
な
居
住
の

確
保震

災
か
ら
ほ
ぼ
2
ヶ
月
が
経
過
し
て
も
、
倒

壊
建
物
は
放
置
さ
れ
、
路
上
に
は
瓦
礫
が
積
ま
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
の
処
理
の
ほ
と
ん
ど
は
人
力
に

頼
っ
て
い
ま
す
。
地
震
で
居
住
の
場
を
失
っ
た
約

1
3
0
万
人
が
テ
ン
ト
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
計
画
的
に
提
供
さ
れ
た
テ
ン
ト
村
は
ご
く

一
部
で
あ
り
、
大
多
数
は
広
場
や
道
路
脇
な
ど
の

わ
ず
か
な
空
間
に
身
を
寄
せ
合
っ
て
生
活
し
て
い

ま
す
。
4
月
か
ら
の
雨
季
、6
月
か
ら
の
ハ
リ
ケ
ー

ン
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
安
全
な
仮
設
住
宅
の
提
供

が
急
務
で
す
が
、
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ

り
、
必
要
な
量
を
確
保
す
る
の
は
相
当
長
期
化
し

そ
う
で
す
。

(2) 

国
土
整
備
の
観
点
か
ら
の
復
興

地
震
後
、
約
60
万
人
が
住
居
や
食
料
を
求
め
て

地
方
へ
移
住
し
ま
し
た
。
ハ
イ
チ
政
府
は
、
こ
れ

を
機
に
地
方
の
拠
点
都
市
を
育
成
整
備
し
、
就
業

や
就
学
の
機
会
も
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
首
都

に
過
度
に
人
口
の
集
中
し
な
い
国
土
形
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
実
現
は
非
常
に
困
難
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
一
旦
復
旧
・
復
興
が
始
ま

れ
ば
都
市
に
人
々
が
引
き
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
は
確

実
で
し
ょ
う
。
か
な
り
強
引
な
政
策
手
段
（
流
入

や
建
築
の
規
制
等
）
が
導
入
さ
れ
な
い
限
り
、
震

災
前
以
上
に
危
険
な
都
市
が
再
生
産
さ
れ
て
い
く

こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

ハ
イ
チ
の
復
興
は
長
期
化
す
る
こ
と
は
確
実
で

す
が
、
国
際
社
会
か
ら
の
息
の
長
い
支
援
は
不
可

欠
で
す
。
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、
I
R
P

（
国
際
復
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
な
ど
を
活
用
し
て
復

興
へ
の
支
援
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
今
回
の

ハ
イ
チ
大
地
震
の
経
験
を
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
も

共
有
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

17

ポルトープランス郊外にある傾斜地の倒壊した住居群

ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
所
長

是
澤 

優
（
こ
れ
さ
わ
・
あ
つ
し
）

昭
和
63
年
国
土
庁
入
庁
、
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
総
務

課
企
画
官
、
同
国
土
計
画
局
広
域
地
方
整
備
政
策
課
大

都
市
圏
制
度
企
画
室
長
等
を
経
て
昨
年
７
月
よ
り
現
職
。
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地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
に
備

え
、
大
切
な
命
を
守
り
、
で

き
る
だ
け
被
害
を
減
ら
し
、

万
が
一
被
害
に
あ
っ
た
と
き
に
す
ぐ
に

立
ち
直
る
力
を
養
う
―
と
い
う
考
え
か

ら
、
全
国
で
「
防
災
教
育
」
の
取
り
組

み
が
広
が
っ
て
い
る
。
滋
賀
県
立
彦
根

工
業
高
等
学
校
都
市
工
学
科
が
近
隣
の

小
学
校
や
避
難
場
所
の
公
園
な
ど
に「
防

災
か
ま
ど
ベ
ン
チ
」
を
設
置
す
る
取
り

組
み
は
、
2
0
0
9
年
、
防
災
教
育

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
防
災
教
育
特
別
賞

を
受
賞
、
ま
た
同
年
、
阪
神
淡
路
大
震

災
で
被
災
し
た
兵
庫
県
な
ど
が
主
催
す

る
「
1
・
17
防
災
未
来
賞
　
ぼ
う
さ
い

甲
子
園
」
で
奨
励
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、

各
方
面
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
る
。

「
防
災
か
ま
ど

ベ
ン
チ
」
は
、
災

害
時
に
＂
か
ま
ど
＂

と
し
て
利
用
で
き
、

レ
ン
ガ
囲
い
の
土

台
の
上
に
、
木
製

の
座
板
を
乗
せ
た

も
の
で
、
通
常
は

ベ
ン
チ
と
し
て
使

用
で
き
る
。
同
校

の
生
徒
が
、
設
置

場
所
に
出
向
き
、

小
学
生
や
地
元
の
住
民
と
と
も
に
製
作

す
る
。
基
本
的
に
す
べ
て
手
作
り
。
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
づ
く
り
、
レ
ン
ガ

の
積
み
上
げ
、
座
板
の
作
成
と
仕
上
げ
、

完
成
後
の
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
、
工
程

ご
と
に
数
日
間
現
地
に
通
う
こ
と
か
ら
、

学
校
や
地
域
住
民
と
の
交
流
が
深
ま
り
、

地
域
全
体
で
自
然
に
防
災
に
つ
い
て
の

意
識
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
特
長
だ
。

活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
同
校

の
都
市
工
学
科
は
、
測
量
技
術
な
ど
を

学
び
、
社
会
基
盤
施
設
や
都
市
計
画
に

生
か
す
勉
強
が
専
門
。「
し
か
し
、
入

学
す
る
生
徒
は
都
市
工
学
を
や
り
た
い

と
い
う
目
的
意
識
を
も
っ
て
い
る
生
徒

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
都
市
工

学
科
の
田
中
良
典
教
諭
は
話
す
。「
自

分
の
専
攻
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
意

味
で
2
0
0
6
年
ご
ろ
か
ら
、
地
域

の
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
始
め
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
の
中
に
、＂
安
全
＂
と

い
う
意
識
が
高
ま
っ
て
く
る
一
方
で
、

『
工
業
高
校
だ
か
ら
も
の
づ
く
り
に
も

重
点
を
』
と
い
う
教
育
の
流
れ
も
大
き

か
っ
た
。
安
全
に
対
す
る
意
識
と
、
も

の
づ
く
り
を
両
立
さ
せ
る
も
の
は
な
い

か
と
探
し
て
い
る
中
で
出
会
っ
た
の
が

こ
の
か
ま
ど
ベ
ン
チ
だ
っ
た
ん
で
す
」。

2
0
0
8
年
、
東
京
の
防
災
関
連
の
展

示
会
で
鋼
製
の
か
ま
ど
ベ
ン
チ
を
見
つ

け
た
田
中
教
諭
は
「
材
料
な
ど
を
変
え

れ
ば
、
高
校
生
で
も
作
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
学
校
に
戻
り
す
ぐ
に
準
備
を
始

め
た
と
い
う
。

最
初
の
設
置
場
所
は
、
安
全
マ
ッ

プ
づ
く
り
や
花
壇
製
作
な
ど
で
交
流
が

あ
っ
た
近
く
の
小
学
校
に
決
定
。
安
全

マ
ッ
プ
の
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
た

「
防
災
研
究
班
」
の
高
校
２
、３
年
生
が
、

小
学
校
6
年
生
の
児
童
を
指
導
し
な
が

ら
ベ
ン
チ
を
共
同
製
作
す
る
。「
は
じ

め
は
恥
ず
か
し
が
っ
て
話
し
づ
ら
そ
う

で
も
、
１
回
行
く
と
半
日
ぐ
ら
い
一
緒

に
作
業
を
行
い
ま
す
か
ら
、
次
第
に
打

18

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
の
輪

“
も
の
づ
く
り
”で
交
流
を
深
め
る
「
防
災
か
ま
ど
ベ
ン
チ
」

滋
賀
県
の
工
業
高
校
が
始
め
た
、
災
害
時
に
は
「
か
ま
ど
」
と
し
て
使
用
で
き
る
ベ
ン
チ
の
製
作
を
通
じ
て
地
域
と

交
流
を
図
る
取
り
組
み
は
、
幅
広
い
年
代
が
と
も
に
防
災
意
識
を
高
め
る
例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

第1回

彦根市金剛寺町グラウンドに設置された「防災かまどベンチ」
通常は “ ベンチ ” として、災害時には “ かまど ” として使用できる 

（写真提供　彦根工業高等学校）



左：「防災かまどベンチ」を製作中の彦根工業
高等学校都市工学科の生徒たち

右：「防災かまどベンチ」完成後は、訓練と地
域交流を兼ねて炊き出しを行う

場所　金剛寺町グラウンド
（写真提供　彦根工業高等学校）
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ち
解
け
て
盛
り
上
が
っ
て
き
ま
す
。
生

徒
た
ち
も
、
学
校
を
離
れ
て
の
作
業
が

新
鮮
な
の
か
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、

楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
」
と
田
中
教
諭
。

こ
の
小
学
校
で
の
成
果
が
、
地
元
の

報
道
機
関
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
、
県

内
各
所
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぐ

よ
う
に
な
り
、
現
在

ま
で
に
、
５
か
所
に

８
基
の
か
ま
ど
ベ
ン

チ
を
設
置
し
た
。
小

学
生
と
の
共
同
作
業

だ
け
で
な
く
、
避
難

場
所
の
公
園
で
の
設

置
で
は
自
治
会
の
大

人
た
ち
と
の
交
流
も

経
験
、「
災
害
時
に
使

用
す
る
鍋
な
ど
を
収

納
し
て
い
る
倉
庫
の

近
く
が
良
い
」
な
ど

と
設
置
場
所
に
つ
い

て
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

受
け
た
と
い
う
。
ま

た
、
生
徒
た
ち
は
基

礎
部
分
と
な
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
水
の
配

分
や
練
り
方
、
レ
ン

ガ
積
み
に
使
う
モ
ル

タ
ル
の
作
り
方
、
鍋

を
乗
せ
る
鉄
網
の
溶

接
な
ど
、
工
業
高
校

ら
し
い
実
技
も
身
に
つ
い
て
き
た
。

そ
の
後
、
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ラ
ン
、
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
の
ダ
ブ
ル

受
賞
で
「
防
災
か
ま
ど
ベ
ン
チ
」
の
知

名
度
は
全
国
に
広
ま
っ
た
。
次
は
、
阪

神
淡
路
大
震
災
の
被
災
地
、
神
戸
市
の

小
学
校
で
設
置
を
行
う
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
関
東
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
る

と
い
う
。
当
初
は
、
地
域
に
お
け
る
ベ

ン
チ
作
り
程
度
と
理
解
し
て
い
た
学
校

側
も
、
そ
の
成
果
が
現
わ
れ
る
に
つ
れ
、

今
で
は
「
か
ま
ど
ベ
ン
チ
」
を
通
じ
た

活
動
を
全
面
的
に
支
援
し
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
１
か
所
の
設
置
費
用
は

材
料
費
の
み
の
約
３
万
円
。
こ
れ
ま
で

は
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
支

援
金
や
、
設
置
先
の
自
治
会
が
集
め
た

費
用
な
ど
で
賄
っ
て
い
る
。

田
中
教
諭
は
「
最
近
で
は
、
県
内
は

も
ち
ろ
ん
、
県
外
か
ら
の
要
望
も
多
い

で
す
。
設
置
要
請
の
増
加
で
、
生
徒
や

担
当
の
教
員
た
ち
の
負
担
も
増
加
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
我
々
は
授
業
の

一
環
と
し
て
や
っ
て
い
る
の
で
、
実
際

に
出
向
い
て
設
置
す
る
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
生
徒
を
派
遣
し
な

く
て
も
、
か
ま
ど
ベ
ン
チ
を
製
作
で
き

る
よ
う
な
『
活
動
の
手
引
き
』
を
作
り

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
で
作
っ
て

も
ら
い
、
か
ま
ど
ベ
ン
チ
が
出
来
た
地

域
同
士
で
交
流
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
」
と
話
す
。

滋 賀県は内陸部にあり、台風などの被害も海沿いの
各県に比べれば少ないと思います。避難生活が必

要となるような大地震もこの数十年は発生していません。
ですから、日常の防災意識をどう高めるか、というのが難
しいのです。
私自身も、工学を専門としてきましたから、防災という

と防波堤や砂防設備をどう作るかなど、大規模な工事が必
要となる事業をイメージすることが多かったと思います。
それが、生徒たちと一緒に「かまどベンチ」を作ることによっ
て、防災の基本はハード面だけではなく、「人」であるとい
うように考え方が変わりました。人と人との交流やつなが
りも大切だということも改めて感じました。
「かまどベンチ」の良いところは、製作過程で交流が深ま
るだけでなく、生徒たちと小学生や、住民の方たちと作っ
た物が形になって残ることです。公園を通りがかってベン
チを見たときに、災害への危機感はなくても、製作の思い
出を振り返りながら「防災」を考えてもらうことができる
はずです。また、手作りですから、耐久性に問題があるか

もしれません。でも、みんな
で補修する機会があれば、さ
らに交流が深まるでしょう。
活動を通じて、生徒たち

はたくましくなったと思い
ます。進学先の大学で研究
テーマに「防災」を選んだ子
どももいます。予想以上に効
果があり、私も驚いていると
ころですが、高校生を中心と
した活動は、幅広い世代が
交流していく上で、さらなる
可能性を感じています。今後
は、リタイヤした年代の方と
の交流を考えています。実際にかまどを使って調理した経
験のある方や、建設業などの知識がある方などからいろい
ろなことを教えてもらえればと思います。お年寄りは災害
時要援護者（災害弱者）と言われていますが、災害が発生
した際に必要なことをたくさん知っている世代でもありま
す。日常から交流を深めることで、高校生たちに助け合う
気持ちを養ってもらいたいです。

過去に地震が繰り返し発生しており、また今後も地震が発生すると考えられている
断層のことを、何というでしょう？

（答えは　23 ページ）
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田中 良典（たなか・よしのり）

滋賀県立彦根工業高等学校都市工学科教諭

防  災 
ちょっとクイズ

防災リーダーの一言
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1
9
6
0
年
5
月
24
日
の
早
朝
に
、
チ
リ

津
波
が
来
襲
し
た
。
こ
の
と
き
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
2
～
3
ｍ
、
高
い
所
で
5
～
6
ｍ
の

津
波
高
と
な
り
、
総
被
害
額
3
5
8
億
円
を
生
じ

た
。
当
時
の
国
家
予
算
一
般
会
計
は
1
兆
6
千
億

円
、
国
土
保
全
費
5
2
0
億
円
で
あ
っ
た
か
ら

前
年
の
伊
勢
湾
台
風
被
害
（
1
3
6
5
億
円
）
に

引
き
続
く
、
沿
岸
で
の
大
災
害
と
な
っ
た
。

ほ
ぼ
1
日
前
に
チ
リ
で
地
震
が
発
生
し
た
事

は
気
象
庁
に
も
知
ら
れ
て
い
た
が
、
津
波
が
日

本
に
到
達
す
る
と
は
予
想
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

日
本
の
津
波
予
報
は
三
陸
地
方
を
対
象
と
し
て

1
9
4
1
年
に
始
ま
り
、
1
9
5
2
年
に
は
気

象
業
務
法
に
よ
り
全
国
を
対
象
と
し
て
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
は
い
た
が
、
近
地
津
波
の

み
が
考
慮
さ
れ
て
お
り
、
遠
地
津
波
は
想
定
外

で
あ
っ
た
。
1
5
8
6
年
か
ら
2
0
1
0
年
2

月
の
チ
リ
津
波
ま
で
の
4
2
4
年
間
に
、
南
米

沿
岸
で
発
生
し
日
本
に
到
達
し
た
津
波
は
20
例

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
10
例
は
日
本
沿
岸
で
50
㎝

以
下
で
あ
っ
た
。
今
年
の
よ
う
に
2
、
3
ｍ
と

な
っ
た
津
波
は
1
9
6
0
年
以
前
に
は
2
例
の

み
で
あ
っ
た
か
ら
、
30
ｍ
、
40
ｍ
に
も
達
し
う

る
近
地
津
波
に
比
べ
注
意
を
惹
か
な
か
っ
た
の

は
無
理
か
ら
ぬ
事
で
あ
っ
た
。

最
大
は
第
3
波
位
で
生
じ
、
第
１
波
に
気
付
い

て
か
ら
1
時
間
ほ
ど
の
余
裕
が
持
て
た
の
は
幸
い

で
あ
っ
た
。
朝
早
い
漁
師
達
や
徹
夜
の
消
防
関
係

者
等
が
気
付
き
、
警
告
を
発
し
て
、
避
難
に
つ
な

が
っ
た
。
東
南
海
地
震
（
1
9
4
4
年
）、
南
海

地
震
（
1
9
4
6
年
）
の
記
憶
も
新
し
い
三
重
県
、

和
歌
山
県
な
ど
で
は
、
一
般
人
が
異
常
な
引
き
潮

で
津
波
と
判
断
し
て
警
告
し
た
所
も
あ
る
。
高
知

県
須
崎
で
は
異
常
干
潮
を
津
波
の
前
触
れ
と
判
断

し
た
巡
査
が
消
防
分
団
の
幹
部
ら
と
話
し
合
い
、

水
防
法
で
は
市
長
が
発
令
す
べ
き
避
難
警
報
を
、

独
自
の
判
断
で
午
前
5
時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し

た
た
め
、
住
民
の
殆
ど
は
裏
山
に
避
難
し
、
6
時

過
ぎ
に
襲
来
し
た
大
津
波
で
も
浸
水
被
害
も
最
小

に
食
い
止
め
ら
れ
た
。

各
地
で
サ
イ
レ
ン
等
で
危
険
が
通
告
さ
れ
た

が
、
折
角
の
情
報
が
生
か
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、

岩
手
県
大
船
渡
湾
奥
の
地
域
で
あ
る
。
こ
こ
は
、

波
長
の
短
い
近
地
津
波
で
は
被
害
を
受
け
に
く
い

場
所
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
16
年
の
大

火
で
都
市
区
画
整
理
が
な
さ
れ
て
以
後
急
速
に
発

展
し
た
商
業
地
区
で
あ
り
、
転
入
者
が
多
く
、
無

経
験
者
が
多
数
で
あ
っ
た
。
一
応
安
全
地
帯
と
見

ら
れ
て
お
り
、
毎
年
行
わ
れ
る
津
波
避
難
訓
練
に

も
極
め
て
消
極
的
で
あ
っ
た
。
職
業
柄
、
夜
遅
く

朝
も
遅
い
生
活
が
普
通
の
人
々
で
あ
る
。
最
初
の

サ
イ
レ
ン
が
魚
市
場
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
魚

類
水
揚
げ
の
合
図
と
誤
認
し
た
。
そ
の
他
の
サ
イ

レ
ン
も
、
近
火
信
号
と
津
波
避
難
信
号
（
3
秒
吹

鳴
・
2
秒
中
断
）
が
同
一
で
あ
っ
た
た
め
判
断
が

難
し
く
、気
象
庁
か
ら
の
情
報
が
無
い
状
態
で
は
、

津
波
避
難
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て

第
2
波
が
来
襲
し
、
53
名
の
犠
牲
者
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
正
式
な
津
波
警
報
が
出
さ
れ

た
の
は
、
津
波
到
達
の
後
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
遠
地
津
波
に
対
す
る
国
際

協
力
が
始
ま
り
、
I
T
I
C
（
国
際
津
波
情
報
セ

ン
タ
ー
）
と
気
象
庁
と
は
密
接
な
連
携
を
保
っ
て

い
る
。
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1960年5月24日

チリ地震津波
過
去
の 

災
害
に 

学
ぶ
28

首
藤
伸
夫
（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）

発生後 24 時間、日本各地で最大波の生じた頃
（越村、2009）

宮城県女川駅付近の高台に避難した人々
（チリ津波合同調査班：1960 年 5月 24 日チリ地震津

波に関する論文及び報告、13 頁）

南
米
・
チ
リ
の
巨
大
地
震
で
生
じ
た
津
波
は
、 

日
本
に
ま
で
到
達
す
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
て
お
ら
ず
、 

完
全
な
不
意
打
ち
と
し
て
日
本
に
襲
来
し
ま
し
た
。

そ
の

１　
不
意
打
ち
へ
の
対
処
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多
く
の
防
災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
、「
グ
ラ
ッ
と

き
た
ら
火
の
始
末
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
す
。
激
し
い
揺
れ
の
最

中
に
火
の
始
末
を
す
る
こ
と
は
と
て
も
困
難
で
す

し
、
火
傷
等
の
危
険
性
も
高
く
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
都
市
ガ
ス
を
は
じ
め
、
地
震
時
に
危
険
性
の
高

い
機
器
の
多
く
は
、
お
お
む
ね
震
度
５
以
上
の
強

い
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
自
動
的
に
停
止
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
揺
れ
の
最
中
は
自
分
の
安
全

を
確
保
し
、
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
か
ら
落
ち
着
い

て
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
グ
ラ
ッ
と
き
た

時
に
、
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と

を
な
る
べ
く
少
な
く
す
る
事
前
の
準
備

に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

緊
急
地
震
速
報
を
最
大
限
に
活
用

緊
急
地
震
速
報
は
、
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
最
大
限
活
用
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

緊
急
地
震
速
報
は
、
予
想
さ
れ
る
地

震
動
の
強
さ
と
猶
予
時
間
を
迅
速
・
確

実
に
利
用
者
に
伝
え
、
利
用
者
は
事
前

の
周
到
な
準
備
と
訓
練
に
基
づ
い
て
速

報
を
正
し
く
使
い
、
被
害
軽
減
に
努
め

る
こ
と
が
理
想
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
個
々
の
利
用
者
が

季
節
・
天
候
・
曜
日
別
に
、
自
分
の
生

活
ス
タ
イ
ル
の
な
か
で
、ど
の
時
間
帯
で
あ
れ
ば
、

ど
こ
で
何
を
し
て
い
る
の
で
、「
○
○
秒
の
猶
予

時
間
が
あ
れ
ば
、△
△
が
で
き
る
」な
ど
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
、
そ
れ
を
実
際
に
実
施
で
き
る
よ

う
に
す
る
訓
練
を
徹
底
的
に
進
め
る
環
境
づ
く
り

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
時
間
帯
や
場
所
に
い
る
と
き
の

緊
急
地
震
速
報
の
活
用
法
を
考
え
る
と
、
耐
震
補

強
や
家
具
の
転
倒
防
止
策
を
含
め
た
事
前
準
備
の

重
要
性
に
気
づ
く
は
ず
で
す
。

「
目
黒
メ
ソ
ッ
ド
」
で
地
震
被
害
を 

具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

表
１
は
、
地
震
被
害
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
よ
う
に
考
え
て
利
用
し
て
い
る
表
で
す
。

「
目
黒
メ
ソ
ッ
ド
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
表
の
縦
軸
は
一
日
の
時
間
と
各
時
間
帯
の
行

動
パ
タ
ー
ン
で
す
。
何
時
に
起
床
し
て
、
ど
ん

な
交
通
手
段
で
通
勤
し
て
、
会
社
で
は
ど
ん
な

仕
事
を
し
て
…
、
そ
し
て
何
時
に
床
に
つ
く
、

と
い
う
具
合
に
一
日
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
詳
細

に
記
載
し
ま
す
。

各
行
動
パ
タ
ー
ン
の
時
間
帯
に
、
地
震
が
発
生

し
た
こ
と
を
仮
定
し
、発
災
か
ら
の
経
過
時
間「
三

秒
後
、一
分
後
、○
日
後
、○
週
間
後
、○
ヵ
月
後
、

○
年
後
、
一
〇
年
後
」
に
そ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

マ
ス
（
A
1
あ
、
B
1
あ
、
…
と
か
）
に
、
自

分
の
周
辺
で
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
る
事
柄
を
一
つ

ひ
と
つ
書
き
出
し
て
い
き
ま
す
。
最
初
は
な
か
な

か
書
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
い
つ
も
考
え
て
い
る
と

少
し
ず
つ
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

表
１
に
地
震
後
の
状
況
が
書
け
た
ら
ば
、
今
度

は
→
の
向
き
が
逆
の
時
間
軸
を
用
意
し
て
考
え
ま

す
（
表
２
）。

○
年
、
○
ヶ
月
、
○
日
、
○
時
間
、
○
分
、
三

秒
」
と
地
震
発
生
ま
で
の
時
間
が
与
え
ら
れ
た
際

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
を
ど
う
活
用
す
れ
ば
、
自

分
が
将
来
直
面
す
る
地
震
の
影
響
を
最
小
化
で
き

る
か
を
考
え
る
の
で
す
。

地
震
発
生
ま
で
の
時
間
と
、
地
震
直
後
の
時
間

で
は
、
前
者
の
ほ
う
が
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

余
裕
時
間
を
有
効
に
活
用
し
て
事
前
対
策
を
講
じ
、

事
後
に
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
な
る
べ

く
少
な
く
し
て
お
く
こ
と
が
基
本
な
の
で
す
。

災
害
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
人
は
、
現
在

の
自
分
の
問
題
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
問

題
を
、
地
震
発
生
ま
で
の
時
間
を
利
用
し
て
解
決

し
て
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
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間違いだらけ 
の防災対策

東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
都
市
基
盤
安
全
工
学

国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
大
学
院
情
報
学
環
総
合

防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
教
授

目
黒 

公
郎
（
め
ぐ
ろ
・
き
み
ろ
う
）

1
9
9
1
年
東
大
大
学
院
博
士
修
了
、
2
0
0
4
年

よ
り
現
職
。「
現
場
を
見
る
、
実
践
的
な
研
究
、
最
重

要
課
題
か
ら
タ
ッ
ク
ル
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ハ
ー
ド

と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
の
防
災
戦
略
研
究
に
従
事
。

「
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
」 

ど
う
す
る
か
？ 

何
秒
あ
れ
ば
何
が
で
き
る
の
か

を
訓
練
し
て
お
く

間間 けけ間違いだらけ 
の防災対策

第3回

表 2

表 1
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Q子
ど
も
の
発
達
段
階
に
よ
っ

て
災
害
時
に
必
要
な
も
の

は
異
な
り
ま
す
。
備
え
の
ポ

イ
ン
ト
は
「
長
期
の
旅
行
に
出
か
け
る
と

き
に
必
要
な
も
の
」
に
プ
ラ
ス
し
て
、
災
害
時

の
状
況
を
勘
案
し
て
「
水
と
食
事
と
ト
イ
レ
と
お
風

呂
の
代
わ
り
（
ウ
ェ
ッ
ト
タ
オ
ル
、水
の
い
ら
な
い
シ
ャ

ン
プ
ー
等
）」
を
用
意
す
る
こ
と
で
す
。

地
震
の
揺
れ
か
ら
子
ど
も
を
守
る
と
き
、
ド
ラ
マ
の

よ
う
に
、
自
分
の
身
を
挺
し
て
子
ど
も
を
庇
う
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
で
は
子
ど
も
を
守
れ
ま
せ
ん
。
目
の

届
く
場
所
に
い
て
も
、
揺
れ
の
激
し
さ
に
子
ど
も
の
と

こ
ろ
ま
で
い
け
な
か
っ
た
と
い
う
声
が
あ
る
よ
う
に
、

そ
ば
に
大
人
が
い
な
く
て
も
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境

こ
そ
が
大
切
な
の
で
す
。
子
ど
も
の
目
線
に
立
ち
、
子

ど
も
の
背
丈
を
越
え
る
重
い
家
具
が
未
対
策
で
な
い
か

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
は
地
震
が
何
か
を
知
ら
な
い
た
め
、
揺
れ
の

恐
怖
や
被
災
後
の
変
化
に
不
安
を
感
じ
ま
す
。
親
の
う

ろ
た
え
る
姿
や
泣
き
崩
れ
る
姿
が
一
層
不
安
を
増
大
さ

せ
ま
す
。
早
期
に
「
も
う
大
丈
夫
よ
」
と
い
う
安
心
さ

せ
る
声
が
け
、
で
き
る
だ
け
一
緒
に
い
る
な
ど
心
を
ケ

ア
す
る
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

震
災
時
の
ス
ト
レ
ス
が
弱

い
立
場
の
者
に
向
け
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

避
難
所
で
周
り
へ

の
迷
惑
を
考
え
る

あ
ま
り
、
泣
き
止

ま
な
い
子
ど
も

を
何
度
も
叩
い

た
、
髪
の
毛
を
む

し
っ
た
、
生
活
再

建
が
上
手
く
い
か
ず

子
ど
も
に
当
た
っ
た
と

い
う
児
童
虐
待
の
報
告
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
避
難
所
や

仮
設
ト
イ
レ
等
で
の
性
犯
罪
に
関
す
る
被
害
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
災
害
時
に
は
こ
の
よ
う
な
事
案
か
ら
も

子
ど
も
を
守
る
対
策
が
重
要
で
す
。

22

もし、一日前に戻れたら…

実は無かった非常食の備蓄　
～自分たちで最低のものは備えておかなきゃ～

（60 代男性）

防災訓練の時に、「おかゆ」とか「乾パン」が参加者に
配られたんです。そうするとわれわれは、どこにでもそう
いうものが用意してあると思ってしまったんですね。だか
ら、地震のときには、当然、配られると思っていた。そう
したら無い。

区役所の人たちに聞いてみたら「区役所にはそういう備
蓄はありません。消防が持っているはずです」と。

で、消防
の所長さんに
尋ねてみると
「いやぁ、消
防にそんなも
のはないです
よ」と。それ
には、参りま
した。
やっぱり、

自分たちで最低のものは備えておかなきゃならないんだな
と思いました。

シリーズ

被災者の実体験を聞く事ができる『一日前プロジェクト』は下記HPでも見ることが出来ます。家庭はもちろん、地域や職場等、
さまざまな話が掲載されていますので、企業の「社内報」や地域での「広報」に幅広く活用してください。

http://www.bousai.go.jp/km/imp/

小さな子どもがいる 
家庭ではどのような 

備えをすればいいですか？

「揺れそのものから生命を守る」
「恐怖や不安に対する心のケア」
「被災後の生活に必要なもの」
「社会的弱者であること」に 

対する備えをしましょう。

防
災 

Q
&
A

危
機
管
理
教
育
研
究
所
　
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国
崎
　
信
江
（
く
に
ざ
き
・
の
ぶ
え
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
自
然
災
害
か
ら
子
ど
も
を
守

る
た
め
の
研
究
を
始
め
る
。
防
災
・
防
犯
関
連
の
著
作
、
講
演
の
ほ
か
、
内
閣
府
・
文

部
科
学
省
な
ど
多
く
の
防
災
関
連
の
専
門
委
員
も
務
め
て
い
る
。

「社会的弱者であること」に
対する備えをしましょう。A対する備えをしましょう。A対する備えをしましょう。

「一日前プロジェクト」　第 12回

イラスト：井塚 剛





内閣府は、平成 22 年度における防
災週間行事の一環として、関係機関等
の協力を得て、広く一般から防災に関
するポスターデザインを公募すること
により、防災意識のいっそうの高揚を
図り、「日頃からの具体的な備え」を実
践する国民運動を展開する事を目的に、
「第 26回防災ポスターコンクール」作
品の募集および表彰等を実施します（主
催：内閣府、防災推進協議会）。
昨年度は全国各地から合計で 6,546

点のご応募をいただきました。
今年度の作品募集期間は、7月〜 9

月です。優秀作品は「防災週間ポスター」
への掲載をはじめ、防災意識啓発のた
めの各種のパンフレット等に幅広く活
用させていただくほか、防災関連行事
等での展示も行います。「第 26 回防災
ポスターコンクール」の実施要領、作
品の送り先などの詳細は内閣府防災情
報のページ http://www.bousai.go.jp
（近日中に公開予定）をご覧ください。

※防災推進協議会は昭和 57年設立、日
本赤十字社など 68団体で構成

第26回防災ポスターコンクール実施のお知らせ

第 25回防災ポスターコンクール入賞作品 [ 平成 21 年度 ]佳作

幼児・小学 1 〜 4 年生の部 幼児・小学 1 〜 4 年生の部 幼児・小学 1 〜 4 年生の部

小学 5・6 年生の部 中学生・高校生の部 中学生・高校生の部

愛知県
だれでもアーティストクラブ年長
川端  咲（かわばた  さき）さん

愛知県
だれでもアーティストクラブ 2 年
宮平  和（みやひら  かず）さん

愛知県
一宮市立末広小学校 3 年

今井  菜々美（いまい  ななみ）さん

神奈川県
その絵の会 6 年

梅村  玲花（うめむら  れいか）さん

千葉県
香取市立佐原中学校 2 年

寺嶋 茉生（てらじま  まいき）さん

長崎県
活水高等学校 2 年

山下  恵梨子（やました  えりこ）さん
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